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平
成
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八
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禅
研
究
所
活
動
記
録

〇　

役
員
会

・
四
月
一
一
日　
「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
講
演
会
開
催
に
つ

い
て
」

・
九
月
二
六
日　
「
今
年
度
研
究
会
開
催
に
つ
い
て
」

・
一
一
月
二
八
日　
「
来
年
度
予
算
計
画
に
つ
い
て
」

〇　

参
禅
会
運
営
委
員
会

・
四
月
一
一
日　
「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

・
九
月
二
六
日　
「
今
年
度
研
修
旅
行
会
計
報
告
」

・
一
一
月
二
八
日　

 「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅

行
に
つ
い
て
」

〇　
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

・
一
一
月
二
八
日　
「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
三
五
号
に
つ
い
て
」

〇　

研
修
旅
行

　
　
　

大
野
栄
人
所
長
以
下
二
八
名
の
参
禅
会
員
が
﹆
八
月
二
八
日

か
ら
三
〇
日
ま
で
の
研
修
旅
行
「
岩
手
の
禅
刹
と
賢
治
・
啄

木
・
遠
野
物
語
」
に
参
加
し
﹆
岩
手
県
奥
州
市
の
大
梅
拈
華
山

正
法
寺
﹆
金
ケ
崎
町
の
報
恩
山
永
徳
寺
﹆
盛
岡
市
の
瑞
鳩
峰
山

報
恩
寺
﹆
玉
山
村
の
万
年
山
宝
徳
寺
と
日
照
山
常
光
寺
を
拝
登

す
る
と
と
も
に
﹆
奥
州
市
の
天
台
宗
妙
見
山
黒
石
寺
﹆
遠
野
市

の
真
言
宗
法
門
山
福
泉
寺
を
拝
観
し
た
。
ま
た
﹆
花
巻
市
の
宮

沢
賢
治
記
念
館
﹆
玉
山
村
の
石
川
啄
木
記
念
館
﹆
盛
岡
市
の
岩

手
県
立
博
物
館
を
見
学
し
﹆
あ
わ
せ
て
『
遠
野
物
語
』
の
舞
台

で
あ
る
遠
野
市
を
散
策
﹆
見
学
し
た
。

〇　

禅
籍
資
料
調
査

　
　
　

大
野
栄
人
所
長
以
下
四
名
の
所
員
・
研
究
員
が
﹆
二
月
二
八

日
と
三
月
一
日
に
長
野
県
長
野
市
の
真
田
山
長
国
寺
﹆
松
操
山

典
厩
寺
﹆
小
布
施
町
の
梅
洞
山
岩
松
寺
を
拝
登
し
﹆
そ
れ
ぞ
れ

の
寺
院
に
伝
わ
る
禅
籍
資
料
を
閲
覧
し
て
研
究
資
料
の
収
集
を

行
う
と
と
も
に
﹆
長
野
市
の
善
光
寺
で
資
料
館
を
見
学
し
た
。
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〇　

火
曜
参
禅
会

　

・
四
月
一
一
日
﹆
五
月
九
日
﹆
六
月
一
三
日
﹆
七
月
一
一
日
﹆
九

月
二
六
日
﹆
一
〇
月
一
〇
日
﹆
一
一
月
一
四
日
﹆
一
二
月
五
日

︵
成
道
会
摂
心
︶﹆
一
月
九
日
﹆
二
月
六
日

〇　

講
演
会

　

・
六
月
二
二
日
︵
木
︶
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り

 

学
院
会
館
ホ
ー
ル

　
　
　
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
の
す
が
た
の
変
容
に
つ
い
て
」

 

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
教
授　

立
川
武
蔵
先
生

〇　

研
究
会

　

・
一
二
月
一
日
︵
金
︶　

午
後
三
時
一
〇
分
よ
り　

 

禅
研
究
所
会
議
室

　
　
　
「『
正
法
眼
蔵
行
持
』
と
時
間
に
つ
い
て
」

 

駒
澤
大
学
教
授 

石
井
修
道
先
生

〇　

平
成
一
八
年
度
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術

論
文
（
仏
教
・
宗
教
関
係
）︵
平
成
一
八
年
四
月
～
一
九
年
三
月
︶

伊
藤
秀
憲

　
「︽
宝
慶
記
︾
之
問
与
答
」『
中
国
禅
学
』
四

　
「
公
開
公
演 

『
正
法
眼
蔵
』
は
い
か
に
編
輯
さ
れ
た
か
」『
駒
澤

短
期
大
学
仏
教
論
集
』
一
二

　
「
二　

曹
洞
宗
︵
１
︶」『
禅
学
研
究
入
門
［
第
二
版
］』
大
東
出

版
社

　
「
義
介
禅
師
伝
に
お
け
る
諸
問
題
」『
徹
通
義
介
禅
師
研
究
』
大

法
輪
閣

大
野
栄
人

　
「『
法
華
玄
義
』
の
研
究
︵
三
︶」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研

究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
一

　
「『
法
華
玄
義
』
の
研
究
︵
四
︶」『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀

要
』
三
六

　
「『
次
第
禅
門
』
の
研
究
︵
四
︶」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
五

　
「
永
遠
の
い
の
ち
│
『
妙
法
蓮
華
経
』
如
来
寿
量
品
の
教
え
│

︵
一
二
︶」『
跳
龍
』
六
五
七
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河
合
泰
弘

　
『
訓
註
曹
洞
宗
禅
語
録
全
書　

中
世
篇　

第
八
巻
』︵
共
著
︶
四

季
社

川
口
高
風

　
『
訓
註
曹
洞
宗
禅
語
録
全
書　

中
世
篇　

第
八
巻
』︵
監
修
︶
四

季
社

　
『
仏
教
名
句
・
名
言
集
』︵
共
著
︶
大
法
輪
閣

　
「
訓
注
『
徹
通
義
介
禅
師
喪
記
』」『
徹
通
義
介
禅
師
研
究
』
大

法
輪
閣

　
「
律
宗
」『
中
国
仏
教
研
究
入
門
』
大
蔵
出
版

　
「
名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
︵
三
︶」『
愛

知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
四
︵
一
︶

　
「
仏
教
各
宗
の
服
制
︵
一
︶」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』

五
四
︵
一
︶

　
「
法
持
寺
開
基
千
秋
家
の
離
檀
に
つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大
学
教

養
部
紀
要
』
五
四
︵
二
︶

　
「
仏
教
各
宗
の
服
制
︵
二
︶」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』

五
四
︵
二
︶

　
「
仏
教
各
宗
の
服
制
︵
三
︶」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』

五
四
︵
三
︶

　
「
法
持
寺
開
基
千
秋
家
に
つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀

要
』
五
四
︵
三
︶

　
「「
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
︵
二
︶」『
禅
研
究
所
紀
要
』

三
五

　
「
道
元
禅
師
の
遺
偈
の
刊
行
」『
傘
松
』
七
六
一

神
戸
信
寅

　
「『
正
法
眼
蔵
』「
身
心
学
道
」
の
一
考
察
」『
禅
研
究
所
紀
要
』

三
五

木
村
文
輝

　
『
生
死
の
仏
教
学
│「
人
間
の
尊
厳
」
と
そ
の
応
用
│
』
法
蔵
館

河
野
敏
宏

　
「『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
所
引
の
「
慈
恩
云
」
注
文
と
慈
恩
大
師

撰
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』『
妙
法
蓮
華
経
音
訓
』
対
照
表

︵
四
︶」︵
共
著
︶『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
四
︵
二
︶

田
島
毓
堂

　
『
磨
言
敦
冊
』
右
文
書
院

　
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
︵
十
八
︶
│
」『
禅
研
究

所
紀
要
』
三
五
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「
頂
妙
寺
版
法
華
経
の
成
立
︵
そ
の
一
︶」『
法
華
文
化
研
究
』

特
集
号

　
「
豪
潮
律
師
と
天
澤
院
の
寶
篋
印
塔
」『
常
滑
民
俗
資
料
館
友
の

会
だ
よ
り
』
四
〇

立
川
武
蔵

　
『
マ
ン
ダ
ラ
と
い
う
世
界
』
講
談
社

　

A N
gor M

andala Collection 

︵
共
著
︶Vajra Publica-

tions (Kathm
andu )

　
『
マ
ン
ダ
ラ
│
心
と
身
体
│
』︵
共
著
︶
千
里
文
化
財
団

　

Vedic D
om

estic Fire Ritual
︵
共
著
︶N

ew
 Bharatiya 

Book Corporation (D
elhi )

　
『
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
地
域
に
お
け
る
仏
教
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
基
層
に

関
す
る
研
究
』︵
共
著
︶
科
研
報
告
書

　
『
仏
と
は
何
か
』
講
談
社

　
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
の
す
が
た
の
変
容
」『
禅
研
究
所
紀
要
』

三
五

田
中
泰
賢

　

“Em
ily D

ickinson and Zen Buddhism
: Through 

Tw
o Essays on Buddhism

 by Thom
as W

entw
orth 

H
igginson, ” A

m
ericas ’ W

orlds and the W
orld ’s 

A
m

ericas (O
ttaw

a )

林　
　

淳

　
『
天
文
方
と
陰
陽
道
』
山
川
出
版
社

　
「
江
戸
時
代
の
陰
陽
道
」『
は
り
ま
陰
陽
師
紀
行
』
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー

　
「
神
楽
と
陰
陽
師
」『
日
本
人
の
宗
教
と
庶
民
信
仰
』
吉
川
弘
文

館

　
「
国
民
道
徳
論
と
『
先
祖
の
話
』」『
現
代
宗
教
』
二
〇
〇
六
﹆

東
京
堂
出
版

　
「
徳
川
将
軍
と
改
暦
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
一

　
「
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
と
諸
宗
教
者
の
世
界
の
変
貌
」『
日
本
社

会
に
お
け
る
仏
と
神
』
吉
川
弘
文
館

　
「
書
評　

福
江
充
『
近
世
立
山
信
仰
の
展
開
』」『
宗
教
民
俗
研

究
』
一
四
・
一
五
︵
合
併
号
︶

　
「
書
評　

末
木
文
美
士
『
近
代
日
本
の
思
想
・
再
考
』
Ⅱ
」『
近

代
仏
教
』
一
二

　
「
今
年
の
三
冊
」『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』
二
二
四
五
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引
田
弘
道

　
「
ク
ナ
ー
ラ
物
語
︵
そ
の
一
︶」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研

究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
一

蓑
輪
顕
量

　
「
中
世
南
都
に
お
け
る
禅
定
の
復
興
│
真
空
・
聖
守
・
円
照
を

中
心
に
│
」『
二
〇
〇
六
韓
国
・
仏
教
学
結
集
大
会
論
集
』

三
︵
二
︶

　

“The Revival of the Precepts and Buddhism
 in 

M
edieval N

ara, ” Acta A
siatica, Bulletin of the 

Institute of Eastern Culture 91.

　
「
仏
教
は
結
婚
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
る
か
」『
平
和

と
宗
教
』
二
五

吉
田
道
興

　
「
版
橈
晃
全
撰
『
僧
譜
冠
字
韻
類
』
所
載
の
「
道
元
伝
」
考
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
四
︵
二
︶

　
「
道
元
禅
師
の
霊
魂
観
│
「
霊
性
」
批
判
と
忌
辰
「
上
堂
」
と

の
間
│
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
一

　
「
道
元
禅
師
の
「
人
間
性
」
│
「
祇
管
打
坐
」
と
「
身
心
脱

落
」
の
展
開
│
」『
禅
宗
與
人
間
佛
教
』︵
二
〇
〇
六
年
佛
學

研
究
論
文
集
・
財
団
法
人
佛
光
山
文
教
基
金
會
︶

　
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
︵
三
︶」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部

紀
要
』
五
四
︵
一
︶

　
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
︵
四
︶」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部

紀
要
』
五
四
︵
四
︶

　
「
法
相
宗
」『
中
国
仏
教
研
究
入
門
』
大
蔵
出
版
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〇　

寄
贈
図
書
目
録

 
 

︵
平
成
一
八
年
二
月
～
平
成
一
九
年
一
月
︶

　
︿
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
﹀

　
　

左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

The EASTERN
 BU

DDH
U

ST　

37 (1 )

・(2 )
 

 
TH

E EASTERN
 BU

DDH
IST SO

CIETY
The Chapter on the M

undane Path　

1
・2

 
 

Florin Deleanu

社
報
あ
つ
た　

二
一
〇 

熱
田
神
宮

鳳
翔
学
叢　

二 

宇
治
平
等
院

叡
山
学
院
研
究
紀
要　

二
八 

叡
山
学
院

傘
松　

七
四
六
～
七
六
〇 

永
平
寺

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要　

二
三 

大
谷
大
学

親
鸞
教
学　

八
七 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報　

四
七

 
 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要　

二
三

 
 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー　

八
一
・
八
二

 
 

大
谷
大
学
仏
教
学
会

天
台
六
妙
法
門
の
研
究 

大
野
栄
人
・
伊
藤
光
壽

天
台
小
止
観
の
譯
註
研
究

 
 

大
野
栄
人
・
伊
藤
光
壽
・
武
藤
明
範

パ
ー
リ
仏
典
第
二
期 

一
～
六 

片
山
一
良

浄
土
真
宗
総
合
研
究　

一 

教
学
伝
道
セ
ン
タ
ー

真
宗
文
化　

一
五

 
 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

研
究
紀
要　

一
九

 
 

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所

西
山
学
苑
研
究
紀
要　

創
刊
号

 
 

京
都
西
山
短
期
大
学

藝
文
研
究　

九
〇
・
九
一
︵
一
︶
～
︵
三
︶

 
 

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

高
野
山
大
学
大
学
院
紀
要　

九

 
 

高
野
山
大
学
文
学
研
究
科

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

別
冊
三

 
 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

日
本
研
究　

三
二
・
三
三

 
 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

List of Publicatoions Received　

8

 
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要　

九
・
一
〇

 
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仙
石
山
論
集　

三 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

大
正
蔵
・
敦
煌
出
土
仏
典
対
照
目
録　

二

 
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

Body Language　

19

 
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仏
教
研
究　

三
四 

国
際
仏
教
徒
協
会

宗
教
学
論
集　

二
四
・
二
五

 
 

駒
澤
宗
教
学
研
究
会

日
本
文
化
研
究　

六

 
 

駒
澤
女
子
大
学
日
本
文
化
研
究
所

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要　

六
四

 
 

駒
澤
大
学

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報　

一
七

 
 

駒
澤
大
学
禅
研
究
所

考
古
資
料
展
一
「
日
本
・
中
国
の
古
瓦
」
図
録　

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
古
瓦

 
 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
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館
蔵
資
料
展
二
〇
〇
六　

禅
の
か
た
ち
・
禅
の
こ

こ
ろ
│
中
世
か
ら
近
代
へ
│

 
 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報　

三
九

 
 

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

駒
澤
大
学
佛
教
学
部
論
集　

三
七

 
 

駒
澤
大
学
佛
教
学
部

仏
教
経
済
研
究　

三
五

 
 

駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要　

六
四

 
 

駒
澤
大
学
文
学
部

駒
澤
短
期
大
学
佛
教
論
集　

一
二

 
 

駒
澤
短
期
大
学
佛
教
科

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要　

四
〇
・
四
一

 
 

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

密
教
学　

四
一
・
四
二 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

教
学
院
紀
要　

一
～
一
四 

真
宗
高
田
派
教
学
院

永
平
寺
禅
師
録
選
『
永
平
家
訓
』
ノ
ー
ト

 
 

杉
浦
國
夫

佛
教
文
化
講
座　

五
〇 

浅
草
寺

弘
法
大
師
と
現
代　

一 

総
本
山
善
通
寺

善
通
寺
教
化
振
興
会
紀
要　

一
〇
・
一
一

 
 

善
通
寺
教
化
振
興
会

眼
蔵
家
の
逸
話 

滴
禅
会

覆
刻　

龍
華 

滴
禅
会

禅
文
化
研
究
所
紀
要　

二
八 

禅
文
化
研
究
所

跳
龍　

六
五
五
～
六
六
五 

總
持
寺

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要　

三
六

 
 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報　

八
四
五
～
八
五
六 

曹
洞
宗
宗
務
庁

教
化
研
修　

五
〇 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究　

四
八 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
紀
要　

一
九

 
 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
と
現
代 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

大
正
大
学
研
究
紀
要　

九
一 

大
正
大
学

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報　

二
八

 
 

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

東
洋
研
究　

一
六
〇
～
一
六
二

 
 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

大
雄　

一
〇
二
～
一
〇
五 
大
雄
山
最
乗
寺

浄
土
宗
学
研
究　

三
二

 
 

知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所

原
始
仏
教
聖
典
資
料
に
よ
る
釈
尊
伝
の
研
究　

一

〇
・
一
一 

中
央
学
術
研
究
所

中
央
学
術
研
究
所
紀
要　

三
四
・
三
五

 
 

中
央
学
術
研
究
所

チ
ャ
ン
ダ
ナ　

二
二
七
・
二
二
八

 
 

中
央
学
術
研
究
所

中
華
佛
学
学
報　

一
八
・
一
九

 
 

中
華
仏
学
研
究
所

中
華
佛
学
研
究　

一
〇 

中
華
佛
学
研
究
所

法
音　

二
五
八
～
二
六
〇 

中
国
佛
教
協
会

鶴
見
大
学
紀
要　

四
三
︵
四
︶ 

鶴
見
大
学

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要　

一
一

 
 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

天
台
学
報　

四
七 

天
台
学
会

仏
教
学
論
叢 

天
台
仏
教
文
化
研
究
院
︵
韓
国
︶

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集　

五
六
・
五
七

 
 

東
京
女
子
大
学

日
本
文
学　

一
〇
二

 
 

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
室

仏
教
文
化　

四
五 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会
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仏
教
文
化
研
究
論
集　

九
・
一
〇

 
 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

博
物
館
学
年
報　

三
七

 
 

同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程

東
方
学
会
報　

一
一
一 

東
方
学
会

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

二
五

 
 

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

東
洋
学
研
究　

四
二
・
四
三

 
 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

東
洋
学
論
叢　

五
九 

東
洋
大
学
文
学
部

東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要　

二
二

 
 

東
洋
哲
学
研
究
所

ト
ヨ
タ
財
団
三
〇
年
史
一
九
七
四
│
二
〇
〇
四

 
 

ト
ヨ
タ
財
団

成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要　

二
九

 
 

成
田
山
新
勝
寺

Bulletin of the N
anzan Institute for 
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南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
報　

一
五
・
一
六

 
 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

現
代
宗
教
研
究　

四
〇

 
 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

創
価
学
会
批
判　

復
刻
版

 
 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

日
本
仏
教
教
育
学
研
究　

一
四

 
 

日
本
仏
教
教
育
学
会

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢　

一

 
 

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

人
権
教
育
研
究　

一
四

 
 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
報　

九
・
一

〇 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

人
権
論
集
一
三 

ニ
ッ
ポ
ン
っ
て
な
ん
や
ね
ん

 
 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

禅
学
研
究　

八
四 

花
園
大
学
禅
学
研
究
会

福
神　

一
一 

福
神
研
究
所

豊
山
教
学
大
会
紀
要　

三
四 

豊
山
教
学
振
興
会

ラ
ト
ナ
仏
教
叢
書
Ⅰ　

廻
向
思
想
の
研
究

 
 

藤
本
晃

佛
教
史
学
研
究　

四
九 
仏
教
史
学
会

高
麗
大
藏
経
の
研
究 

佛
教
大
学
国
際
交
流
課

浄
土
教
典
籍
の
研
究 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

一
三

 
 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
報　

二
八

 
 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

M
AH

APITAKA　

12 

仏
教
伝
道
協
会

報
恩
寺
概
史 

報
恩
寺

北
陸
宗
教
文
化　

一
八 

北
陸
宗
教
文
化
学
会

二
〇
〇
五
法
鼓
山
年
鑑 

法
鼓
山
佛
教
基
金
会

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報 

松
ヶ
岡
文
庫

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要　

六

 
 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部

身
延
論
叢　

一
〇
・
一
一

 
 

身
延
山
大
学
仏
教
学
会

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要　

二
一
・
二

二 

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

摩
訶
止
観
と
正
法
眼
蔵　

六 

山
内
舜
雄

二
〇
〇
六
年
佛
学
研
究
論
文
集　

禅
宗
與
人
間
佛

教 

吉
田
道
興

日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要　

三
三

 
 

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
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法
華
文
化
研
究　

三
一

 
 

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所

龍
谷
教
学　

四
一 

龍
谷
教
学
会
議

佛
教
学
研
究　

五
八
・
五
九
合
併
号
・
六
〇
・
六
一

合
併
号 

龍
谷
大
学
仏
教
学
会

教
学
研
究
紀
要　

四

 
 

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要

 
 

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー

霊
友
会
史
年
表 
霊
友
会


